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求められてきた教員の資質能力と現状の課題
～これまで不易とされてきた教員の資質能力から考える～
The Qualification Ability of the Faculty who has been Requested and the Current Issues
～Thoughts from the Viewpoint of the Abilities of Teachers who have been Regarded as Incompetent～
小　坂　　　明
要　旨
明治以降から求められる教員像は多く語られている。また民主主義の時代に入っても、我が国
の教育施策が語られるたびに「教員の資質能力」は必ず取り出され、議論されてきた。教員への
期待はどの時代にもどの社会にも大きく、教員という職業の在り方に関する議論はつきることは
ない。しかし、教員の資質能力の概念はいまだに不明確であり、曖昧である。学制が始まってか
ら、常に求められてきた「教員にこれまで不易とされていた資質能力」を調べ、現役の小学校長
からの聞き取り調査から見えてくる今の「教員の資質能力」の課題を考えた。
キーワード：教員の資質能力　不易　心得　教育的愛情　豊かな人間性　力量　学校の質
１．はじめに
学校教育を語るとき、「教育はひとなり」とか「教育は教師次第」等、教育は、教員と切っ
ても切れない関係である。教育は子どもを育て未来をつくる仕事であり、教育の重要性が指摘
すればするほど、教員の果たす役割の大きさが注目され、いつの時代にも教員の役割の重要性
を否定するものはいない。そのため、個々の教員が職務をうまく遂行することが、いつも要求
され、国レベルでの教員への期待や要請が、常に答申などで内容が検討されてきている。その
中で、教員に求められる「資質能力」について調べてみた。
プロ野球の阪神タイガース金本前監督は現役時代、猛練習で体を誰よりも鍛え上げて、能力
をつけてきたことはあまりにも有名なことだ。高校時代は、甲子園経験もなく、大学は１浪し、
アルバイトをしながら練習をしていた。自らの努力で道を切り開いた。振り返れば、連続フル
イニング1492試合出場という世界記録。13年間休みなく出場した。(1)しかし、野球とは何だっ
たかを問われ、金本さんはこう答えている。「人生そのものです。10歳からはじめて、７割、８
割がしんどいことで、２割、３割の喜び、充実感しかなかった。でも、その２割、３割をずっと
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追い続けてきた。そんな野球人生だった」と。(1)さて、金本さんも生まれもった誰よりも優れた
資質も能力もなかった。努力によって、プロ野球人としての資質も能力も一流のものに磨いた。
「資質能力」という用語は、一般には使われない。一般に資質とは「生まれつきの性質や才能。
資性。天性」(2)と広辞苑にあり、能力は「物事をなしえる力」「心身機能の基盤的な性能」「あ
る事について必要とされ、または適当とされている資格」(2)とされ、両方とももって生まれた
人間の性質でもあるが、「能力」と言葉には、「能力を伸ばす」「能力をつける」「能力を磨く」
など活用されるように、発達的、向上的に捉えることができる。そのため、「資質能力」とい
う言葉は、教職の専門的、特殊な用語としてとらえることが適当である。しかし、我が国の教
育施策が語られるたびに「教員の資質能力」が必ず取り出され、議論されてきている。それな
のに、資質能力の概念はいまだに不明確であり、曖昧である。明治以降から求められる教員像
は多く語られているが、最初から資質も能力も備わっている教員はいるはずがない。何度の修
羅場を乗り越えてきたプロ野球の金本さんのように日々の職務を通じて身に付くものである
が、誰もができるのだろうか。その資質や能力について考察をしていく。
２．明治時代の教員に望まれる資質
（１）明治５年に太政官布告「學事獎勵ニ關スル被仰出書」
ここでは、近代の学校制度の意義が唱えられ、翌年、学制が布告され近代教育の礎が始めら
れた。ただ、教員像については、述べられず、広く一般市民に公教育の周知を求めた。
表１　學事獎勵ニ關スル被仰出書　（學制序文）
太政官布告第二百十四號（明治五壬申年八月二日）
　（前略）今般文部省ニ於テ學制ヲ定メ追々敎則ヲモ改正シ布告ニ及フヘキニツキ自今以後一般ノ人
民 華士族卒農工商及婦女子必ス邑ニ不學ノ戸ナク家ニ不學ノ人ナカラシメン事ヲ期ス人ノ父兄タル
者宜シク此意ヲ體認シ其愛育ノ情ヲ厚クシ其子弟ヲシテ必ス學ニ從事セシメサルヘカラサルモノナリ
（後略）
（出典） 『法令全書』第五巻ノ一（内閣官報局編、原書房　昭和49年10月15日発行。）
しかし、「被仰出書」の上記の部分には「人の父兄である者は、よくこの趣旨を十分認識し、
その子弟を慈しみ育てる情を厚くし、その子弟を必ず学校に通わせるようにしなければならな
い」と述べ、親にではあるが教育への愛情の概念が表れている。この後、明治政府はすぐに、
学制を頒布、翌年には、東京師範学校を設立し、教員養成のシステムが始まった。そして、
14条からなる師範学校用に「小学教師心得」がだされ、教師像が示された。
（２）小学校教師心得
翌年の明治６年には、師範学校用にではあるが教師の職務について、14条からなる文部省
の指針が示された。この「心得」で初めて教職の在り方が示された。
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表２　小学校教師心得（文部省、1883年（明治６年））
第一条 
凡教師タル者ハ学文算筆ヲ教フルノミニ非ス父兄ノ教訓ヲ助ケテ飲食起居ニ至ル迄心ヲ用ヰテ教導ス
ベシ故ニ生徒ノ中学術進歩セズ或ハ平日不行状ノ徒アラバ教師タル者ノ越度タル可シ
（出典） 文部科学省学制百年史編集委員会「小学校教員心得（明治十四年六月十八日文部省達第十九号）」
資料編HPより
表２からも分かるように、教師は読み書き算数、親のしつけ、子どもの生活に関する指導に
責任と義務を持つことを決めている。「教育学研究」第51巻　第４号（1984年12月）の中で船
寄俊雄は、「『心得』は、小学校教師としての留意事項を14か条にまとめた簡略なものである。
その内容は、第１条から第５条までが教職の全般的な心がまえ、第６条が受持ち生徒数の基準、
第７条が一斉教授の原則、第８条が生徒に体操をさせる際の注意、第９条が生徒に食事をさせ
る際の注意、第10・11条が生徒を教室に出入させる際の注意、第12条が生徒退学の規則、第
13条が授業での子どもへの接し方、第14条が生徒に対する衛生面の注意という具体的なもの
である。」(3)と解釈し、「第１条から第５条までが、品行資質を定めた条款である。そこでは、
教師は生徒の模範であるから、その言動は方正でなければならないとされている。このような
権威的模範的な人格の要求は、わが国の伝統的な師匠観の残存と考えられる。」(3)と述べてい
る。また、「教師という仕事」（油布佐和子　編著）の中の「日本教師文化の特徴」では臼井博
が、この心得から「教師の職務の無限定性は小学校の始まりからであったのである。おそらく
この考えは明治政府が新しく義務教育学校を作るとき生まれたのではなくて、少なくとも江戸
時代からの伝統的な信念を受け継いだに過ぎないであろう」(4)と述べ、どうやら、日本の教員
の資質は、古くから専門性は求められず、道徳性や人間性が強く求められている。
（３）小学校の普及
表３　小学校の学校数・教員数・児童数（明治６年～12年）
年　次 学　校　数 教　員　数 児　童　数
人 人
明治６ 12,558 25,531 1,145,802
　　７ 20,017 36,866 1,714,768
　　８ 24,303 44,664 1,928,152
　　９ 24,947 52,262 2,067,801
　　10 25,459 59,825 2,162,962
　　11 26,584 65,612 2,273,224
　　12 28,025 71,046 2,315,070
表４　学齢児童の就学率（明治６年～12年）
年　次 男 女 平　　均
％ ％ ％
明治６ 39.9 15.1 28.1
　　７ 46.2 17.2 32.3
　　８ 50.8 18.7 35.4
　　９ 54.2 21.0 38.3
　　10 56.0 22.5 39.9
　　11 57.6 23.5 41.3
　　12 58.2 22.6 41.2
 
（出典）文部科学省　学制百年編集委員会　「四　小学校の普及と就学状況」HPより
表３、４から分かるように文部省は明治５年の学制に示された初等教育についての基本方針
に基づいて急速に小学校の設置に着手した。当時、文部省および府県の勧奨によって多数の小
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学校が短期間に全国に開設されたのであった。すでに明治８年において24,303校の小学校が
開設され、そこに192,8152人の生徒を入学させているのである。この小学校の総数は平成30
年度の小学校総数約19,892校より多く、この国土に必要な数の小学校はこのころすでに成立
していたと見られる。その多くは寺子屋・私塾・郷学校などの庶民教育機関を母体として成立
したと考えられ、小学校の地域に密着した文化がこの頃から始まっている。そのため、急増し
た教員にも高い期待が求められるのであった。
（４）小学校教員心得
この後、アメリカの教育制度に流れようとする傾向に歯止めをかけるため、明治12年に「教
学聖旨」がだされた。教学聖旨の内容を概観すると、「教学の要は仁義忠孝を明らかにして知
識や才芸を究め、人の人たる道を完
まっと
うすることであって、これこそわが祖先からの訓であり国
典であるのに、近時は知識才芸ばかりを尚
たつと
んで、品行を破ったり風俗を傷つけたりするなど物
の本末を誤っている者が少なくない。そのような有様では昔からの悪い習慣を捨てて、広く知
識を世界に求めて西洋の長所を取り、また国勢を振興するのに益があるかもしれないが、一方
では仁義忠孝の道をあとまわしにするようでは、やがては君臣父子の大義をわきまえなくなる
のではないかと将来が危うく思われる。これはわが国の教学の本意ではない。それゆえ今後は
祖宗の訓典によって仁義忠孝の道を明らかにし、道徳の方面では孔子を範として人々はまず誠
実品行を尚ぶよう心掛けなくてはならない。そうした上で各々の才器に従って各学科を究め、
道徳と才芸という本と末とを共に備えるようにして、大中至正の教学を天下に広めるならば、
わが国独自のものとして、世界に恥じることはないであろう。」(5)という趣旨が、学制百年史（文
科省）に記載されているように仁義忠孝、我が国の伝統的思想が重んじられ、欧米の知識技術
に重点を置く進歩的思想の台頭に抑制をかけた。そして、教学聖旨の理念を生かし、教育令が
13年に改正され、我が国の教育は啓蒙主義にかわり、儒教主義を基調としたながれになった。
こうした流れの中で、明治14年６月に制定されたのが「小学校教員心得」である。そして、
改正教育令の品行規定に基づいて「小学校教員心得」が文部省の通達として制定され、小学校
教員のあり方を示すこととなった。その前文には次のように述べている。
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表５　小学校教員心得（明治十四年六月十八日文部省達第十九号）
　前文には「小学校教員ノ良否ハ普通教育ノ弛張ニ関シ普通教育ノ弛張ハ国家ノ隆替ニ係ル其任タル
重且大ナリト謂フヘシ今夫小学教員其人ヲ得テ普通教育ノ目的ヲ達シ人々ヲシテ身ヲ修メ業ニ就カシ
ムルニアラスンハ何ニ由テカ尊王愛国ノ志気ヲ振起シ風俗ヲシテ淳風ナラシメ民生ヲシテ富厚ナラシ
メ以テ国家ノ安寧福祉ヲ増進スルヲ得ンヤ小学教員タル宜ク深ク此意ヲ体スヘキナリ因テ其絡守実践
スヘキ要款ヲ左ニ掲示ス苟モ小学教員ノ職ニ在ル者夙夜黽勉服膺シテ忽忘スル勿レ。」
　第一款には「人ヲ導キテ善良ナラシムルハ多識ナラシムルニ比スレハ更ニ緊要ナリトス故ニ教員タ
ル者ハ殊ニ道徳教育ニ力ヲ用ヒ生徒ヲシテ皇室ニ忠ニシテ国家ヲ愛シ父母ニ孝ニシテ長上ヲ敬シ朋友
ニ信ニシテ卑幼ヲ慈シ及自己ヲ重ンスル等凡テ人倫ノ大道ニ通暁セシメ且常ニ己カ身ヲ以テ之カ模範
トナリ生徒ヲシテ徳性ニ薫染シ善行ニ感化セシメンコトヲ務ムヘシ」
（出典） 文部科学省学制百年史編集委員会「小学校教員心得（明治十四年六月十八日文部省達第十九号）」
資料編HPより
　全16項にわたって小学校教員として心得るべき事項を詳細に指示した。さらに、明治14年
７月21日「学校教員品行検定規則」を定め、「品行不正の者、すなわち懲役もしくは禁獄もし
くは鎖錮の刑を受けた者、身代限の処分を受け未だ弁償の義務を終えない者、こうく暴激等総
て教員としての面目に関する汚行ある者などは教員の職につかせず現職者の場合は免職させる
もの」と規定した。また、明治16年５月刑法改正に伴って「軽重禁錮以上の刑に処せられも
しくは信用または風俗を害する罪を犯した者など」をも品行不正と定めた。表５の前文からも
分かるように国家の盛衰は小学校教員の良否にかかっており、その任務はきわめて重大である
と述べ、「尊王愛国の志気」を振起すべきことを説き、道徳教育の重要性を強調している。そ
して16項目にわたって教員の心得を述べ、文部省は必要な広く深い知識のみならず、道徳の
観点から人格的側面においてはほぼ完全であることを求めている。この時期において、あくま
でも目指すべき教師の理想として存在したものと判断できるが、自由民権運動が広がる中、教
員への思想統制を急いだものとも思われる。
（５）教育勅語
明治18年に森有礼が初代文部大臣に就任すると、「学制」以来の学校を基本とする方針を示
した。「帝国大学令」「小学校令」「中学校令」「師範学校令」を表６からも分かるように、勅令
として公布した。
表６　師範学校令（明治19年４月10日勅令第13号）
朕師範学校令ヲ裁可シ茲ニ之ヲ公布セシム
師範学校令
第一条　師範学校ハ教員トナルヘキモノヲ養成スル所トス
　　　　但生徒ヲシテ順良信愛威重ノ気質ヲ備ヘシムルコトニ注目スヘキモノトス
（出典） 文部科学省学制百年史編集委員会「師範学校令（明治十九年四月十日勅令第十三号）」資料編HP
より
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師範学校令は、全12条からなる。表６の第１条の教員養成の「目的」をみると、「ただし生
徒に順良・信愛・威重の気質を備えさせることに注目すべき者とする。」と記し、学校での教
科教育という専門性よりも、国家への従順さを強く求めている。森有礼文部大臣は、国体主義
者として活動し、特に師範教育には力を入れた。そして、師範学校を全寮制に基づく、軍隊式
訓練を取り入れ、国家権威のために献身する教員養成を求めた。そのため、「情熱」「教育的愛
情」を持った教員ではなく、形式的、画一的、偽善的な教師が生み出されていった。その後、
政府は「大日本国憲法」を制定し、天皇を中心とした立憲君主制の国家を目指した。こうして、
「教育勅語」が公布され、国民にも尊王愛国精神を広げた。この教育勅語は、学校儀式として
毎日奉読され、宗教儀式的のように国民への感化が進み、第２次世界大戦中まで浸透していっ
た。この教育勅語を守り、尊王愛国精神を培うことが教員として求められる資質となり、「教
師聖職論」のもととなった。
３．戦後に求められてきた教員の資質から
（１）教育基本法
第２次世界大戦後、占領下の日本の教育改革について勧告するため、連合国総司令部に招か
れて1946年にアメリカの教育家の使節団が来日した。総司令部はこの報告書の勧告に基づい
て占領下の教育改革を実施した。報告書は６・３・３制の提案をはじめ戦後の教育改革全般に
わたって勧告している。また1950年、第２次アメリカ教育使節団が来日し、新しい国際情勢
に基づく勧告を行った。第２次報告書「第４章 教授法と教師養成」に、「よき教師とは、何よ
りもよき性格や人格を持ち、教授に必要な知識や理解力を持っていなければならない。また学
習指導上必要な専門的洞察力と技倆を持ち、生徒の個性や要求を理解し、適切な指導方法を知っ
ていなければならない。また教師は生徒の属する家庭や社会を知り、父兄や社会との協力の仕
方を考えて、児童の学校内外における興味や活動を健全な価値ある方向に仕向ける責任を持っ
ている。」(6)と、教員の資質について、人間性と専門的な知識を求めている。使節団の報告書
と同じ、1957年には、教育基本法が制定され、第６条２項には「法律に定める学校の教員は、
全体の奉仕者であって、自己の使命を自覚し、その職責の遂行に努めなければならない。この
ためには、教員の身分は、尊重され、その待遇の適正が、期せられなければならない。」と身
分について法律で規定された。そして、1949年教職員免許法が制定され、師範教育から教員
養成系大学や特例の大学も設けず、開放制の考えから広く人材確保を求めた。それによって、
幅広い人格者と専門的学識者を求めようとした。
（２）戦後の答申から
戦後から現在に至るまで教員の「資質」に関しては、時代背景と共にいつも論じられてきて
いる。その経過を様々な政府が出す提言を見ることにより、不易とされている資質能力を確か
D10935_71000792_07小坂明.indd   90 2019/02/18   17:21:09
－91－
められると考えた。
①　「教員養成制度の改善方策について」（中教審答申、1958年）
昭和30年代に入り、国民生活が向上し、教員の需要が増えた。それと同時に、教員の資質
能力が問題視されてきた。戦後は、教員免許法などにより、教員資格に対して開放的制度がと
られてきた。しかし、その弊害として、教員を育成するという目的が必ずしも明確でなく、教
員を育成するに必要な教育が十分には行われず、教員の資質については十分とは認めがたい教
員が増えていた。そのため、この答申では、教員に必要な資質としては、一般教養、専門学力
（技能を含む）、教職教養の三つが要求されていると明記しているが、「教師は教育に対する正
しい使命感と児童生徒に対する深い教育的愛情とを基盤として」「知識教養は自主的人格のう
ちに統合され、教育に対する全体的な識見、情操を高めうるものであることが必要である。」「し
かもこれらが教師としての人格形成の目的意識を中核として有機的に統一されることが必要で
ある。」(7)と、以前から資質とされている使命感、教育的愛情にも言及している。そして、興
味深いのが、「教員の社会的地位の向上」を求めているところである。
②　「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策について」（中教審答申、
1971年）
「これまでわが国では、明治初年と第２次大戦後の激動期に教育制度の根本的な改革が行わ
れたが、今日の時代は、それらとは別の意味において、国家・社会の未来をかけた第３の教育
改革に真剣に取り組むべき時であると思われる。」(8)という前文からも分かるように、明治初
年の教育改革に匹敵する答申としている。
教員の資質については「第２章　初等・中等教育の改革に関する基本構想」の「第１　初等・
中等教育の根本問題」の中で、「わが国では伝統的に教職に対する信頼と尊敬がきわめて厚かっ
たが、国民の教育水準の上昇と教職以外の専門的職業の増加に伴って、教職の社会的地位は、
相対的にそれほど高いものとはみられなくなった。」と指摘し、「本来、教育の仕事は、人間の
心身の発達に関するきわめて複雑高度な問題を取り扱うものであり、哲学的な理念と科学的な
方法の総合という本質的なむずかしさをもつものであって、その困難さに対応できるほどに教
育に関する研究を進め、その専門的水準の向上をはからなければならない。さらに、若くして
教職についた者が、その在職中つねにみずから研修に努め、より高度の専門性を身につけて、
その地位に自信と誇りをもって活動するためには、その研修、待遇などについて根本的な改善
をはかる必要がある。」(8)と、資質と社会的地位の向上のために待遇改善を求めている。この
後も、第２章の９項に「教職は、本来きわめて高い専門性を必要とするものであり、教育者と
しての基本的な資質のうえに」「教職にある者が、その経験を掘り下げ不断の研修を積み重ね
てその専門性を高めること」(8)と繰り返し述べられ、専門性と不断の学びの精神が強調されて
いるが「基本的な資質のうえに」と、不易の資質はまとめられている。
③　「教員の資質能力の向上について」（中教審答申、1978年）
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前文の冒頭に「学校教育の成果は、これを担当する教員に負うところが極めて大きい。」と
述べ、「国民の間には、教員に対して、広い教養、豊かな人間性、深い教育的愛情、教育者とし
ての使命感、充実した指導力、児童・生徒との心の触れ合いなどをいっそう求める声が強い。」(9)
と専門性や研修などの学びのことよりも、教員としての基本的な資質を明記し、教員養成や採
用、研修への改善方策を示している。
もとより、学校教育の成果を高めるためには、学校における教育指導ばかりでなく、家庭や
社会における教育的配慮と学校に対する積極的な理解と協力が強く望まれるが、一人ひとりの
子どもの健やかな成長に対する父母の強い願いに思いを受け止め、教員自らが更にその重責を
深く自覚して、不断の教育実践と自己啓発に努め、学校教育に対する国民の信頼にこたえるこ
とが期待された。
④　 「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学び合い、高め合う教員育
成コミュニティの構築に向けて～」（中教審答申、2015年）
第２項「これからの時代の教員に求められる資質能力」の中で、「教員が備えるべき資質能
力については、例えば使命感や責任感、教育的愛情、教科や教職に関する専門的知識、実践的
指導力、総合的人間力、コミュニケーション能力等がこれまでの答申等においても繰り返し提
言されてきたところである。これら教員として不易の資質能力は引き続き教員に求められる。」(10)
と、冒頭に記載している。そして、情報化、AIなどの技術革新、国際社会の急速グローバル
化など社会情勢が激変する中、新たに「今後、改めて教員が高度専門職業人として認識される
ために、学び続ける教員像の確立が強く求められる。」「教員自身が時代や社会、環境の変化を
的確につかみ取り、その時々の状況に応じた適切な学びを提供していくことが求められる」(10)
このように、新たな資質能力の要求は、とても高度で知的なレベルとなってきた。しかし、
40年前に出された答申に述べられた教員の待遇改善や地位の向上はない。この答申の最後に
は、教員の養成・採用・研修を通じた一体的制度改革として、「教員育成協議会」（仮称）、教
員育成指標、教員研修計画等といった連携・協働の基盤的整備により高度専門職業人として学
び合い、高め合う教員を育成・支援するキャリアシステムの構築等について提言した。このた
め、答申に「『学び合い、高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて』という副題を付した」
と述べているぐらい、教員の資質向上において育成システムと教員の学びの重要性をうたって
いる。さらに、「多忙化の解消による研修機会等の確保や財源の確保などの環境整備も含め、
自ら学び続ける教員の支援となる施策の具体化が図られることを期待する。」(10)と述べ、「自
ら学び続ける教員」ということが、あたりまえに明記されている。
４．小学校校長からの聞き取り調査から
文科省「総合的な教師力向上のための調査研究事業」で、北海道教育委員会の平成29年３
月「教員育成指標等の策定のためのモデル事業」報告書の中に記載されている中教審答申「こ
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れからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」で示された不易とされた資質能力の
項目を神戸市内の小学校長20名に聞き取り調査を実施した。項目は、（ア）使命感や責任感（イ） 
教育的愛情（ウ）教科や教職に関する専門的知識（エ） 実践的指導力（オ） 総合的人間力（カ）
同僚や先輩との人間関係（北海道教育委員会「コミュニケーション能力」）の５つについてで
ある。(11)そして、それぞれの項目の必要度を５段階でたずねた。必要度の高いものから（ア）4.8
（イ）4.65（オ）4.5（カ）4.15（エ）4.05（ウ）3.95であった。平均値は違うものの、必要度
の順位は北海道教育委員会サンプル数112人と同じであった。
次に「学校が求める教員像」を学校長に聞き取り、資質能力について述べている項目を分析
してみた。
　（ア）使命感や責任感
　　・しっかりと教材研究して、授業を行うこと。
　　・常に学び続ける向上心。本を読む習慣と、自ら学習する習慣を身に付けてほしい。
　　・学び続ける教員。
　　・何事にも責任を持ち、最後までやり遂げること。
　　・組織の一員としての考え方を大切に。
　　・率先して自分から動き、子どもたちにその姿をみせてほしい。
　　・ 子どもたちのために、どうすべきか、何ができるか、という視点で自分の取組を考え
ていくことができる教員。
　　・全身全霊の姿で子どもたちの前に立ってほしい。
　（イ）教育的愛情
　　・子どもがとことん好き。
　　・子どもに対する愛情の持てる教員。
　　・笑顔あふれる姿。
　　・心で泣いても、表情明るく子どもたちに接することができる。
　　・人としての深い包容力と愛情。
　　・「自分が大切にされている」という子どもたちに安心感を与える。
　　・後押しするサポーターのように。
　　・多くの人に温かい言葉がたくさん言える。
　　・喜怒哀楽をたくさん感じることができる。
　　・「子どもが好きでこの仕事を選んだ」という原点。
　（オ）総合的人間力
　　・「和」を大切にできる先生。
　　・様々な経験を積み、教育の世界以外も知ってほしい。
　　・行動力のある教師。
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　　・柔軟な考え方のできる教師。
　　・何より親切な人。一番は、人にモテル人。
　　・子どもたちとふれあい、しっかりと、話を聴くことができる教員。
　　・等身大の子どもを受け入れることができる先生。
　　・大きな家族としての意識。
　　・感性を磨くことが大切。
　　・自分に自信をもち、自分のよさを発揮できる。
　　・子どもたちにとって、リーダーであり、コーチであり、サポーターである。
　　・子どもたちとの信頼関係に基づく安心感。
　　・人間らしい創造的な素晴らしい仕事。
　　・教師は人間性。
　　・笑顔で穏やかな表情を心がけ、冷静に同僚や子どもたちと接することができる。
　　・元気よくあいさつ。
　（カ）同僚や先輩との人間関係
　　・勤務することは、上司、同僚、地域、保護者から学び続けること。
　　・ 「元気いっぱい　笑顔あふれる姿」で子どもたちや保護者のみなさん、地域の方々と
ともに歩んでいかないといけない。
　　・「運は一瞬、縁は一生」というが、出会ったヒトを大切に。
　　・保護者の気持ちを受け止める謙虚な気持ちを。
　　・同僚とのコミュニケーションアップのためにも感性は必要。
　　・ コミュニケーション能力は不可欠である。子どもに対して、保護者、地域の人々、そ
して先輩教員、同僚など円滑な人間関係を築くための大切な資質。
　　・組織の一員として対応できる。
　　・ 保護者や職場内の教職員ともコミュニケーションをとることのできる教員が良いと、
最近になって、強く感じる。
（エ） 実践的指導力
　　・授業が基本。
　　・ 目の前にいる子供たちがどうすればより幸せになれるか、より成長できるかを常に考
えながら学級・学年経営や教科指導にあたってほしい。
　　 ・教室で学習したことが生活に活かせたことで学習の値打ちがでてくる。
　　 ・子ども一人ひとりに正当な評価をしてほしい。
（ウ） 教科や教職に関する専門的知識
　　・教材を理解するために必要な標準的な学力が大切な資質。
　　・最低限の学力をつけてほしい。中学生程度の問題ができないのは困ったもの。
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　　・世の中の出来事に敏感であり、本を読むことも続けたい。
　　・ 教師って本当に人間らしい創造的な素晴らしい仕事だと再認識できます。ただし、そ
の分要求されることが多くて、読解力や常識、特に、読解力を基盤とする、コミュニ
ケーション能力や理解力を備えている必要があります。
　　・教員なので平均以上の学力は、必要だと思います。
教員の資質能力には、これという定義はないが漠然としては「人間性」と「専門性」という
二つの観点からとらえ論じられてきている。上記の（ア）～（カ）の不易とされる教員の資質
能力も同様である。聞き取り調査を行った20名の学校長のほとんどが、分析からもわかるよ
うに「人間性」を求めていた。しかし、初任校長が「最低限の学力をつけてほしい。中学生程
度の問題ができないのは困ったもの」という現実に教員の資質以前の問題でも浮かび上がって
きた。聞き取り調査をする中で、この初任校長ほどではないが、「漢字がかけない」「新聞を読
まない」「辞書が引けない」など、基礎知識の大切さをほとんどの学校長が語っていた。
「教師が育つ条件」岩波新書で今津孝次郎は、「1980年代後から英米では、教員の能力と力
量についての重要性が頻繁にのべられていると指摘し、教師個人が保持している『知識力』（ア
ビリティ）や『技術』（テクニック）を発揮でき、教師と環境とが関係づける『技能』（スキル）
を核とした意味合いが、コンピテンス（能力や力量）であると位置づけている。」(12)そして、
時代の変化に対応できる力量を教員に求めている。ある女性校長（経年２年目）は、「専門性
や力量は、OJTなどで経験も必要であり、教員として研修を積むことで能力も上がる」と語り、
「教育的愛情や総合的人間力のような、資質があってこそ、能力や力量がついいていく」と熱
く語っていた。経年７年のベテラン校長が「子ども第一主義であってほしい」と教員は聖職者、
人格者という倫理観も根強く残っている。
６．現状の教員の資質の問題
教員の資質能力の向上は、明治の時代から常に求められてきた。そして、戦後、高学歴化と
消費社会化、情報化、グローバル化そして価値の多元化が急速に進み、さらに現代ではAIな
どの科学技術の凄まじい進化により日本では、「新たな知識や技術の活用により社会の進歩や
変化のスピードが速まる中、教員の資質能力向上は我が国の最重要課題であり、世界の潮流で
もある。」(10)と提言している。
1970年代から教員の資質能力の向上に関する議論や提言がだされ、2006年には教育基本法
の改正など平成の時代には、教育改革が推進されていった。このように教員は、1970年代後
半から80年代以降、ILO・ユネスコ「教員の地位に関する勧告」により報酬など物理的に向上
したが経済成長など社会の急激な変化は、学校の仕事の量的拡大を加速した。「教師の現在と
教師研究の今日的課題」（教育社会学研究第43集1988年）の中で、今津孝次郎は「良い教師か
悪い教師かは、伝統的には教師の性格（teacher characteristics）に求められていたが、今日
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ではその判断は教師の行動（teacher behaviors）そのものに向けられるべきであるという考え
方に変わった。つまり、教師の役割の検討こそが重要になってくる。そこで、伝統的な役割観
に基づく専門職性を脱却して、新しい役割を志向することが新しい専門職主義にほかならな
い。」(13)とスウェーデンのシックティー・マークランドの考えを紹介している。そして、「教
師の地位の不安定性、あるいはもっと正確にいえば教職の「境界性　（marginality）に関する
原理論的な検討である。」と指摘している。(13)この他にも、「教職は尊敬される一方軽蔑される」
「被支配者階級と支配階級との間」「地位による権威と個人の人間的権威」「教育官僚制と専門
職の葛藤」「出世型と教育実践型」などの境界を示し、教員の今日的課題に迫っている。教員
のこれまで不易とされてきた資質能力は、日本の伝統文化で育ち、常に完成された人格者が求
められてきた。教育再生実行会議第七次提言「これからの時代に求められる資質・能力と、そ
れを培う教育、教師の在り方について」（平成27年５月14日）でも、「教職が、未来を担う子
供の志や人格の形成に携わる専門職として、その魅力を高め、優れた人材が教師を目指し、教
育活動に専念できる環境を整える（中略）国として、改めて教師に優秀な人材を求めるという
姿勢を明確に打ち出す必要があります。（中略）その際また、国として、社会の変化を見据えて、
教師が身に付けておくべき資質・能力を明示し、それに基づきつつ、教師が、４年間の教職課
程での学びで終わることなく、教職生活全体を通じ、体系的に学び続けられる体制を整備する
ことが不可欠です。」(14)と提言し、どうしても教員個人が身に付ける適性がいまだに強く要求
されている。表７は、一般行政職員と教員の給与格差を示している。人材確保法により、昭和
55年度からは教員の地位を物理的にあげ、資質能力の向上を目指している。しかし、最近は
一般行政職との格差をなくなってきている。
（出典）2015年「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」中教審答申　参考資料より
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表７　公立小中学校教員の給与水準の推移
教員の資質能力の低下は、子どもたちの学力低下問題、いじめ問題や不登校児童・生徒の対
応など負の面での報道が多く取られ、ますます、問われるようになっている。そのような状況
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を受け、政府や文部科学省は、教員免許制度更新制、人事考課制度の導入、育成指標制度の導
入など様々な改革で教員個人の力量を高めようとしている。また、働き方改革や地域人材活用
などのチーム学校構想など、学校全体の資質能力を高める施策もしめされている。
７．今後の課題
小学校長の聞き取りでは、若年教員の資質の低下だけでなく、50歳以上のベテラン教員の
資質も懸念する意見も聞かれた。ある女性校長は「ベテラン教員に求めるのは、強い教育的愛
情と社会性、協調性だけであるが、若年教員には基礎知識の向上もほしい」と述べ、中には「『授
業をうまくなるこつは、知識』と、若い教員には言っている。」など、かなり現場の校長たち
は危機をいだいている。政府も「教師が自らの人間性や専門性を発揮して子供を教え導くこと
ができるよう、学制改革の機会を捉え、免許、養成、採用、研修、配置、処遇などの制度全般
の在り方を考える必要があります。」(15)（教育再生実行会議第五次提言「今後の学制等の在り
方について」（平成26年７月３日）と述べている。そして、「教師の現在と教師研究の今日的
課題」（教育社会学研究第43集　1988年）の中で、今津孝次郎が次のように指摘している。「日
本だけでなく国際的に眺めてみても、学校教育の量的拡大期には、主として学校と外部の経済
社会との関係が量的に問われた。その後、学校教育の機能障害が問題となるに従って、学校シ
ステム内部の矛盾の解決が質的に問われるようになった。」「質とは教師個人のそれよりも、学
校教育の質（quality of schooling）であり、授業の質（quality of teaching）だからである。」「伝
統的発想法に基づく教師の資質向上がはたして現代の学校が抱えた諸問題を解決する力となり
うるだろうか、それはかえって教師のストレスを強めるだけにおわるのではないか、という疑
問が当然浮かび上がる。」と述べ、学校の質、授業の質に注目し、「学校教育改革モデル」と名
付け、この質の向上を指摘している。(13)2011年から2016年の６年間の校長時代、オーストラ
リア、クイーンズランド州立Merrimac State School（メリマックステートスクール）との交
流をしていた。メリマックの教員は「仕事は授業よ」とはっきりと語る。また、「Values and 
beliefs」という学校目標９項目中、３つが「improving the quality of curriculum programs」
「implementing quality curriculum programs」「integrating learning technology across the 
curriculum」（2017年職員室の掲示より）とあるように、カリキュラムの質の向上を挙げてい
る。このように、学校の質を高める意識が強く、さらにコミュニティパートナーシップを重視
し、学校と地域社会が協力して学校の質を高めようとしている。その中で、教員も児童生徒の
質も高まるととらえている。今、我が国も働き方改革が提唱される中、教員個人の質の向上と
共に「授業の質」が高められるような学校全体の資質や能力を高めるような考えが、今後、必
要である。
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